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1.セ クシュアル ・ハラスメントにたいす る男女 の認識のズレ

私に与え られたテーマは、 「男性 の目から見たセクシュアル ・ハラスメン ト」です。

先ほど牟田さんが 、 「大学 というような場所でまさかそんなことがあるはずはない」 という人が

多いとおっしゃいま した。ぼ くも多 くの方 々がそ う思 っておられるか もしれないな、と思 っており

ます。

私はあちこちで女性間題についての職員研修のチューターをや っていますが 、ある研修 で公務員

の方たちを集めてや った ときに大変お もしろい結果がでました。職場の問題 、地域の問題 、セ クシ

ュアル ・ハ ラスメン ト問題など、班に分け、デスカ ッションして もらって 、最後 に報告を行 うこと

になっていま した。セクシュアル ・ハラスメン ト問題に集まったのは男性の公務員ば っか りで 、そ

め こと自体が大変お もしろいのですが、その方たちが 、最後に、 「公務員はセクシュアル ・ハ ラス

メントはしません」 と報告 され ました。彼 らの頭のなかでは、セク シュアル ・ハ ラスメン トという

のは、公務員 の世界にはない ものだ と思 っていたのですね。ところが 、職場 の問題の担当を してい

る女性たちの報告がありま して、当然なかにはセク シュアル ・ハラスメントの問題がでて くるので

すのね。自分たちは職場でセクシュアル ・ハラスメントを受けている、とは っきりお っしゃっるわ

けです。ところが男性の目には、公務員はセクシュアル ・ハラスメン トは しない 、することはあり

えないんだ と頭で考えている。こうい う男女のズレは、セクシュアル ・ハ ラスメン トを考えるとき

に大変重大だと考 えてお ります 。

2.セ クシュアル ・ハラスメン トは男性の問題ではないか

金子正臣 さん という東京都の労政課でセクシュアル ・ハラスメン ト問題を独 自で担当 してお られ

る方 と、この間ち ょっと話す機会があ ったのですけれ ども、 大変 おもしろいことをおっしゃってい

ました。それは、大企業にセク.シュアル ・ハラスメントにっいてア ンケー トをすると、ほとん どの

企業が 「わが社にはセクシュアル ・ハ ラスメントはありません」と応 えて くるんだそうです。まあ

回答者 は、おそらく男性なんで しょうが。

金子さんによると、その理由とい うのが 、第1番 目は 、セクシュアル ・ハラスメントを訴えるよ

うな女性はわが社にはいない。2番 目には、わが社には女性がいない。3番 目にはわが社 には若い

12



女性がいない、という順番だ ったそうです。 しか し、金子 さんの説では、セクシュァル ・ハラスメ

ン トを訴える女性がいないとい うのは、牟 田さんの話ではないんです けれ ども、女性たちが被害 に

っいて表だ っていえない環境をっ くられているんだ。絶対 あるに決 まっている。こんなの嘘 に決 ま

っている、というわけです 。 「女性がいない」 とい う会社 の場合 も、たいてい外 へでてセ クシュア

ル ・ハラスメン トをやって いる。

「若い女性がいない」とい う企業にっいては、セクシュアル ・ハラスメン トは年齢 に関係ない。

全然年齢 に関係 ない形で行われてい るんだ 、と。これはまった くその通 りだと思 います。 しか も金

子 さんがっけ加 えられたのは、この大企業で回答 した人たちは、訴え る女性 はいない、そ もそ も女

性がいない、若 い女性がいない、と、つまり全部女性の問題 と して考 えている。ところがどうみた

って、男性が女性に対 して行 うセクシュアル ・ハラスメン トは、女性 の側 の問題ではな くて男性の

側の問題なんだというんです。このことはやはりきちんと押 さえてお きたい。

それにっけ加えてお もしろい ことを金子 さんおっしゃってま した。それは、我々は、セクシュア

ル ・ハ ラスメントをする男性は 、なんんか こう陰諺で、根暗 な男性をイメー ジす るわけですが、窓

口で相談を受けています と決 してそんなことはない。む しろ、バ リバ リの実力派 、仕事 もよくでき

る、見栄えもいい 、そ うい う男性がセクシュアル ・ハラスメントの加害者であるケースが大変多い

ということです 。これも我 々が しば しば陥 りやすい思いこみですね。む しろ 「俺は男だ」 といって 、

バ リバ リ活躍 しているようなタイプの方がセクシュアル ・ハラスメン トに走 りやすいんだとおっし

ゃっていました。これはぼ くには大変説得力のある話だったわけです 。

3.な ぜ 男 性 は セ ク シ ュ ア ル ・ハ ラ ス メ ン トに走 るか

セクシュアル ・ハ ラスメ ントは男性 の問題であ るということをまず押 さえておいた上で、ちょっ

と理屈ぽい話 になりますけれ ど、それではなぜ男性がセクシュアル ・ハラスメン トに走 りやすいの

か、にっいて考えたみたいと思います。

(1)性 役割のあふれ出し論/男 性の本質=暴 力的論

これにっいては、いろいろな理論がすでにだされています 。私は社会学が専門 なのですが、古典

的な社会学で したら、いわゆる性役割論で説明 しよ うとすると思います。男性は能動的で 、行動的

で、積極的な性役割を与え られているので 、そ うい うものの延長のなかでセクシュアル ・ハラスメ

ン トがおこる。性役割 のあふれだ し理論 というものです 。これには、ぼくは賛成 できないところが

あ ります。余 りにも単純す ぎるのではないかと思 うか らです 。
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もう一っ。最近のアメ リカを中心 とした フェミニズムの議論でいま大 きなテーマになっているの

は、レイプの問題 、セクシュアル ・ハラスメン トの問題 、あるいは家庭内での妻 に対す る夫の暴力

です。これは70年 代以降大きなテーマにな ってきま した。たとえば、ブ ラウンミュラーは、男性

の生理的能力にもとつく、ある種の攻撃性 が原因だ とい う議論を提起 している。

全てのフェ ミニス トがそうだ と、ぼくはいっているわけではないんです けれども、レイプやセク

シュアル ・ハラスメントを男性問題 と絡めて議論するときに、しば しば多 くのフェ ミニス トたちは、

攻撃性 は男性の本質 なんだ とい う議論をたてています。た とえば、マ ッキノンな どです 。彼女の本

は日本で も幾っか翻訳がでています 。そのなかで もはっきりと書いています。 「全てのヘテロセク

シャルの女性は犠牲者であ り、全てのヘテロセクシャルの男は暴力的である」 という具合です。実

際にそういうケースはた くさんあるわけで 、気持ちはよくわかるのです けれど、いささか極論 なの

ではないか とぼくは考えています。

といいますか 、私だけセ はな くて 、性差別 に反対 しながら男性研究 をしよ うという立場か らの視

点でいいます と、む しろ男性の男性性に対す るこだわ りとい うよ うな ものが 、そういうセクシュア

ル ・ハ ラスメン トや レイプとい う男性に しば しば起 こりがちの社会的な逸脱行動の背景 にあるので

はないか 、と思 うか らです。

もちろんマ ッキノンはフェミニス トとして大変優れた方で、彼女 の議論の全体を否定 しているわ

けではあ りません。ただ し、男性 の本質と しての攻撃性 、あるいは暴力性が 、レイプやセクシュア

ル ・ハ ラスメントのベー スになっているとい う議論は、マ ッヰノンだけではなくて多 くのフェ ミニ

ス トが共通 して指摘 していることなのですけれども、やはり男性とい うものをあまりに過剰に一般

化 しているのではないか、男性の本質はこうだときめっけて しまっているのではないか と思います 。

歴史的 、社会的、文化的な文脈によるさまざまな男性性 があるにもかかかわ らず 、男性 とい うもの

を超歴史的 にみて しまっているのではないか 。逆にいいます と、男性たちが女性に対 して 、女性 は

母性愛 という本能 をもっているという形で 、女性をある種の性的分業で固定化 させて しまく,ている

のと同 じ構図ではないか と思います 。女性の側か ら、男性 とい うものは暴力的な ものである、それ

が本質なんだと、固定化 して しまうよ うな可能性をもった議論なのではないか 。彼女たちの議論の

全体を否定 しているわけではないですけれ ども、男性性 の過剰な一般化に関 しては、ぼ くは批判的

です。

(2)男 性覇権を求める指向性一男性性へのこだわり一

男性研究におけるセクシュアル ・バラス.メン ト論 、あ るいは レイプ論を考 えてい くときに、ロバ

ー ト・コンネルの 『ジェンダーと権力』とい う大変'よくまとま
った教科書 的な本があ ります 。コン
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ネルはちょっと前 に日本に遊びに来られた ことがあるのですが、大変ハ ンサムで素敵な男性で した 。

まあ、どうで もいいことなので 、それはおいておきましょう。

コンネルの説 というのは先ほどいいました ように、男性を過剰 に一般化す るとい う危険性 を押さ

えた上で 、男性性の多様性 を考 えようとい うものです。例えば、階級 によって一日本の場合は、階

級 というのは見えにくい ところがあるかもしれないけれど一あるいは、社会的、文化的規定性のな

かで 、様々な男性性 というものがある。単に男の本質=暴 力性 と規定 しない方がいい。ただ 、男性

の中に共通するひとっの流れがある。マスキュリン ・ヘゲモニーといった、男性覇権を求める傾向

性です。

覇権性にもいろいろある。ゲームにおけ る覇権性や 、どち らがか っぱらいが うまいかを争 う覇権

性の場合 もあるか もしれない。そういう様々のレベルで覇権 を争 う、そういう傾向にっいては、男

性の意識の中で 、ある種の一定の共通 した指向性があるのではないか。自分 に対 して、自分が男で

あることを証明するために覇権を示さな くてはな らない。そのために も他人 に対 して、自分が認め

られる形で、男性性を表現 しな くてはならない。男たちは、自己の男性的ヘゲモニーを証明す る必

要性 にいっで も捕 らわれているんだ 、とい うわけですね。

全部の男性がそ うであるとは思いませんけれども、大 きな流れ としては押 さえ られるん じゃない

か。コンネルさんの影響を受 けた、例えば 、メ ッサー ・シュ ミットの著書 、昔の戦闘機 に詳 しい人

は ピンと来るかもしれませんけれども、このメ ッサー ・シュ ミットの 、 『男性性 と犯罪』、これは

なかなか面 白い本です 。これは今いったように、犯罪的な行為 、社会的逸脱行動 とい うのは、男性

にとって男性性を証明す るためのひとっの資源なんだとみるわけです。

なぜ 、男性に犯罪が多いか。これは犯罪社会学 、あるいは社会逸脱論のなかでは、重要なテーマ

なんですけれ ども、わ りと見落 とされてきた問題です。男性が自分 は男である、自分は覇権を もっ

ているとい うことを示そ うということに原因があるのではないか 、というのがメッサー ・シュ ミッ

トの考え方 です。他者 と自己とに自分が男であることを示すために 、犯罪的な行為 、あるいは社会

的逸脱行為 を行 う。これは、男性 の世界で はありがちで、ちょっとはみ出 した奴 の方がか っこいい

わけですね。あるいは、はみ出すことで 、自分のある種の優越性を 、他者にあるいは自己に示す よ

うなスタイルがひそんでいる。これは全て の男性がそ うだ といっているのではないです けれども、

そ ういう大 きな流れがあるん じゃないかということです 。

その大きな流れのなかで、男性ヘゲモニー、あるいは男性たちの男 らしさへの こだわ り、とい っ

た ものをベースに しなが ら社会や文化をもう一度見直すとい う作業は、大変刺激的な仕事であると

思います。ぼ く自身 も、ここ十数年間 、こういう視点か ら男性研究を、仕事のひとつとしてやって

きたわけです。

例えば、ハイ ト・レポー トを書いた、シェア ・ハイ トのハイ トリポー ト男性版 とい うのがあ りま
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す。厚い本が3巻 日本語で翻訳 されています。これを読むと、男性が自分のペニスの大 きさや、持

続時間の長 さや 、性関係を もった女性の数 、といった性的能力における自己の大 きさ、大量 さ、と

い うものに対 して大変大 きなこだわ りをもっている。逆に自分の小 ささ、少なさに対する負い目意

識 も強い、というのが大変 よくわかる。

また、男性たちが感情表現ができない、ということも示 されています。例えば 、 「男 は怪我を し

て も我慢 し、泣いた り、愛情をおおっぴらに表現 したり、他人の感情 に反応を見せた りす るべ きで

はない。男は激 しい感情や、やさしい気持ちを表す と、身の置 き所のない気持 ちになる」 という具

体的な声があ ります。あるいは、 「どうかす ると感情を露わにしないことがある。一人で処理でき

るんだといい聞かせて しま う」 、 「ロボッ トのような気持 になった りするのは しょっち ゅうだ」。

あるいは、 「自分の感情に正直 になろうとす るんだが、自分で自分の感情を認め るのがいちばん難

しい」 、 「いっでも、うま くいっている振 りをす る習性ができて しまってい る。きっと泣 くな とい

う訂1陳と、男であれ とい う訓練のせいだと思 う」 と、まあこんなことが書かれているわけです。

なかには 、 「いっ も俺は男になりたいと思 っていた」とか、 「男は常 に自信に満 ちていて度胸が

ある、目制心がなければならない」 とか 、 「男 らしさとは押 し出 しと自信 と強 さと声によって決 ま

る」と思 うとか 、男性たちの男性性に対す るこだわ りということが赤裸 々に書かれているわけです。

そういうものを読んでいると、男 は強 くなきゃいけない、男 は感情を表 にだ してはいけない、ある

いは男は女性を リー ドしなきゃいけない、まあそういう男性の男 らしさに対するこだわ りとい うよ

うな ものが大変 よく読みとれます。

4.男 性ヘゲモニーの3っ の指向性一優越 、所有 、権カー

そ ういうこだわ りを 、男性ヘゲモニーとい うふ うにいえるのか もしれませんが 、それを私自身は

もうちょっと細か く区分 けしよ うと提案を しています。それは、この男性 ヘゲモニーとい うものを、

3っ の指向性 、優越指向、所有指向 、権力指 向、から分析 しようとい う提案です 。

優越指向 とは他人 より優越 していたい、勝負に勝ちたい。所有指向とは、できるだけた くさんの

ものを所有 したい 、しかもそれを自分のもの としてコントロール したい。権力指向とは、目分の意

志を相手に押 しっけたい。こういう指向性であると、まず押 さえていただきたい。

女性 でももちろんあるわけですが 、男性のなかに当然強い。所有指向 というのは、ある人か らち

ょっと批判 されたのです けれども、む しろ女性の方が強いん じゃないか という声 もあります。例え

ば男女関係 のなかで、男性 を所有 して はな さないとい うのは、む しろ女性 に見 られる現象ではない

かと、いうことです 。ただ 、女性 と男性の違 い、男性の この所有指向とい うのは、モノとして管理

す るということなんですね。っまり、女性の所有指向とい うのは、しば しば人格的所有 であるのに
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対 して 、男性 は先 ほどいいま したように、人格ではなくて限 りなく客観化 したモノとして管理 した

い、そういう所有指向、というふ うに位置づ けたいと思 ってい るわけです 。

男性たちは、こういう指向性を結構いろいろなところでインプッ トしている。優越 と所有 と権力

をめ ぐって 、男性同士で こうい う争いはしば しば行われ るわけですよね。しか し、この3っ の指向

性が 、相手が男性であるとき以上に、男性 にとって纈!1な 形で表れるのが男女関係のなかです 。男

性同士なら、優越指 向のゲームというのは勝ち負けがあ る。所有指向のゲームに も勝 ち負けがある。

権力指向のなかにも勝ち負 けがある。それ は男性同士なら認めることがで きる。しか し、男女関係

ということになると、男性たちにとって 、これは しば しば絶対負けられないゲームになる。

男は女に対 して優越 していなければいけないのです。女性をモノとして きちん と管理できなけれ

ばダメなんです。男は女 に対 して自分の意志を押 しっけられなか った ら男 ではない。こういう、男

性たちの女性に対す る男性ヘゲモニー、これはもう、かなり固定的な ものなのではないか と思 いま

す。 しか も、これを男性たちは無 自覚のまま、自分の中に構造化 して しまっている。

よく例 としてい うのですけれ ども、最近夫婦共働 きで妻の方が出世 して しまうケースがある。こ

ういうときは男性 たちはどうするか。これはやはり負けが認 められないんですね 。自分 が出世競争

で負けたことを認めた くないば っか りに、様 々な形で妻にいろいろな妨害 をする。様々な攻撃的な、

暴力的な行為をする。負 けが認められれば関係はうまくいくのですが、負 けが認め られない。多 く

の場合離婚 というケースになる。

あるいは、もっと悲劇 的なケースであまりいいた くはないんですが、こんな話を しま したとき、

あるカウンセ ラーの方 に、夫婦間暴力のカウンセラーを してい る方ですが 、その方か ら聞いたので

すけれども、夫婦間暴力っまり夫か ら妻に対する暴力をカウンセ リングしていると、そのほとんど

が妻が夫より学歴が高い というケースだそ うです。 「結婚す るのに学歴なんて関係ね えよ、愛 さえ

あれば」、といっていて もやはりだめなんですね。あ らゆる面 で、男は知的にも精神的 にも肉体的

に も女 より上 じゃなければいけないわけです 。学歴の場合は、あらか じめ負 けてるわけです。もち

ろんいろいろな要因があるとは思いますけれ ど、やっぱり学歴 で負 けてい る負い目みたいなものが 、

口ではいえないわけですか ら、それが暴力的なヘゲモニーへ と転換 して、手がでちゃうというよう

に、なって しまうのではないかと、分析 しました。もちろん 、 「学歴に差があ る場合は結婚するな」

といっているのではありません 。そんな くだ らない思 いこみか ら自由にな りましょうとい うことが

いいたいのです。

所有指向で も、これはよ く女性の話のなかででて くることですけれ ども、40過 ぎて子育て も終

わ って 、さてパー トにで もと思 うと、夫が止める。 「俺の稼 ぎでは食 えないのか」 と。で もやはり

女性たちは自分の社会性 を試 したい。社会 に出て自分とい うものを試 したいか ら、仕事が したいん

だという。しか し、どうして も夫は認めて くれない。ここにも所有指向が作用 していると思います。
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そんな話を しま した ら、ある革新系の出版社の方です けれ ども、うちの社員で妻 に門限を設けて

いて、9時 に帰 って来なければ殴る男性がいるとい う話 しを聞 きました。男性たちは、女性を 、人

格的に管理 したいのではな くて 、モノとして管理 したいのですね。こういう指向性 とい うのは結構

強いと思います。

権力指向は、いわず ももがな、とい うやっです 。

セクシュァル ・ハラスメン トとい うものは、考えてみると、そういう男女の力関係 、優越、所有 、

権力の3っ の指向性が合体す る形であ らわれ る、典型的 なケー スなのではないか と思 うわけです。

つま り、自分は女性より上だと思 っている。同時にモノとして管理 しな くてははいけないとも思

っている。人格 としては見ていないわけです よね 。かな り極論ですけれ ども、さっきいいま したよ

うに、女に自分の意志を押 しっけられないようでは、男ではないと、い うような権力指向の意識 も

ある。その意味で 、セクシュアル ・ハ ラスメン トは、現在の男性文化の中で起 こりうる可能性を常

にもった問題なのではないか と思います 。

5.日 本 社 会 と セ ク シ ュ ァ ル ・ハ ラ ス メ ン ト

もちろん 、これはあ らゆる面で力関係がベースになっているのはいうまで もないことです。セク

シュアル ・ハラスメン トの問題を大学問題 と重ねて しゃべれ というご指示なのですが、なかなか大

学にいきません。大学 にい く前 に、もう少 し日本社会というものを前提 と して考えておいた方がい

いのではないかと思います。

先ほど牟田さんがいったことですけれ ど、我慢す る女 は自明のものになっている。逆にいうと、

女に意志を押 しっけられる男 っていうものが男 らしい男 になっている。そういう文化とい うものが

ある。男性ヘゲモニーとい うものが大変 自明化 している社会だとい うことですね。実際 、女性 たち

は声を上げてはこなか ったということもあるだろ うし、大変強 い性別役割意識 というものがある。

国際比較で意識調査を してみます と、少 しずっ減 ってはきていますけれ ども、若い世代 も年 を取

った世代 も、男は外で働き、女は家を守ることに賛成だ という、大変強い傾向が日本においては続

いています。少 し前の総務庁の青年の意識調査のなかで も、日本は11力 国中上か ら3位 でした。

1位 が ロシア、2位 が フィリピン、3位 が 日本 、4位 が タイ、続いて韓国 、アメリカ、フランス、

ドイッ、最後がスェーデ ンとそんな順番で続 きます 。しか も、3位 と4位 の差はかなりある。

フィリピンの場合、マ ッチ ョな文化がある国です 。ロシアの場合 も社会主義体制の下で も、女性

問題はむ しろ手がっけられなか ったとい う見方がで きます。日本 も、例えば家庭教育で 、男の子は

男の子 らしく育てたい、女の子は女の子 らしく育てたいという人は、男女共7割 ぐらい出てくる国

なわけですよね。あるいは、学校教育 を見ていて も、 「隠れたカ リキュラム」 といわれている仕組
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みがある。自覚 しないまま性別役割を教えこんで しまうわけです 。出席簿は男の子がさき、卒業式

で卒業証書を もらうのは男の子が さき、運動会で走 るときも男 の子が さきと、目に見えない形で男

性 が優先す る学校教育 、社会教育 、家庭教育 というものが存在 している社会だ と思います。

セク シュアル ・ハ ラスメ ントの問題で も、1万 人の女性 を調査 したデー タがあ ります けれど、東

京で8割 方の女性がセクシュアル ・ハラスメン トを体験 しているい う回答がでています 。アメ リカ

で も、10年 くらい前のデータだと、8割 くらいの女性がセクシュアル ・ハ ラスメン ト体験がある

と回答 していました。アメリカでは、現在では大体2割 か ら4割 ぐらいの女性がセクシュアル ・ハ

ラスメン トの経験があると回答するよ うにな っている。 日本 は、今なおその2倍 か ら4倍 くらいの

女性たちがセクシュアル ・ハ ラスメン トを体験 している。しか し、男性たち 、大企業の幹部は 、う

ちにはいません といっている。そ ういった社会 に私たちは暮 らしているわけです。

最近読んで大変面自いなと思 った本で 『日本人のセクハラ』 とい う、アメリカの方たちが書 いた

本があります 。セクハラ問題だけではなくて 、日本人の ビジネスマ ンとどうや って付き合 った らよ

いかが 、書いてある本なのです 。

この本の冒頭に、こんな例が書かれています。 「おうむの時間 と私たちが呼んでいるものがある。

日本側の質問に対 して、私たちのチームの女性が応えると、日本人 は質問者 も含めて、その答 えを

聞 いて もいなければその女性 を見 もしない、とい う状況を表す ものです。そこで、その女性の同僚

である男性が、その女性 のい った通 りの ことを応えると、今度 は日本人全員 の顔がぱ っと明るくな

ってす ぐに理解 して くれるのです。このゲームは果て しな く続 き、同僚の男性にとっては、私 たち

のいったことを繰 り返 さなければな らないので、何 とも不愉快 な時間であ りますが 、これには対抗

手段があります。お うむの時間になった ら、男性の同僚にこういって もらうのです 。 『キ ャロルは

この件についての権威です』 『この件 についての質問に答 えられるのは彼女だけです』あ るいは、

『この問題にっいては、私 よりキャロルの方がよく知っています』 と、これはなかなか効果があり

ますよ」

こんな風土の社会 ですか ら、日本では、女性問題 に男性たちは気がっかない。しか し、厳然 とし

て、女性差別があ る。女性差別があ るにも関わらず 、それに気がっかれてはいない社会 。そのため

に、そ こでセクシュアル ・ハ ラスメン トが起 きる。

6.大 学 社 会 と ジ ェ ンダ ー ・バ イ ア ス

なかでも、大学 という場所は、今 日配布 されているビラにも書いてあ りましたけれ ど、男性中心

文化の温存 されている社会である。企業社会 と労働組合など、今で も結構 、男性中心の社会があり

ます。でも最近は、・ここ1年 間の閤 に、企業でも、 「女性問題 にっいてちょっと講演 して くれ ませ
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んか」 と、声が掛かるようになっています。企業社会や労働組合で もちょっと動 き始めた。これに

対 して 、大学 という社会は、女性問題に関 して 、それこそ全学的な議論をす るとい うことは、ほと

んどされてはいない。

それ どころか 、研究至上主義 と業績主義だけが横行 している。その一方 で必ず犠牲があるわけで

す 。犠牲者は妻であった り、あるいは、補助的な作業をす る助手であった り、あるいは事務職員で

あったり、その他女性であることが多いわけです 。研究至上主義、業績主義の背後に、多 くの女性

の、今補助的といいま したけれども、そ うい う作業が存在 している。

うちの近所 の人 なのであまりいいた くないんですけれ ども。このあいだ 、某名誉教授が、妻 と二

人でいる姿を見ま した。よ く会 うのですが 、す ごくびっくりしました。鼻が垂れて るんです 。駅で

座 って るんですが 、ふかないんです よ。妻がふいてやっているんです。 「'だめねえ 、あなた」 って。

自分で鼻 もふけないんですよ。大学 とい う社会のなかで培われた男性 には、自分で鼻 もふけない男

性がいっぱいいるわけですね 。セクシュアル ・ハラスメン トは、そういう社会のなかで起 こってい

るわけです 。

優越への強 い指向性 には、はや く有名大学 に就職 したいとか、はや く教授 にな りたい とか、そう

い う業績 ゲームが当然あります。同時に 、さきほどいった権力指向のなかで、女性 と男性 の対等な

人間関係 とい うものが成立 していない。女性 の補助的な役割の存在を前提 に してる社会ですか ら、

成 り立ちようもないといいますか 、不十分な形で しか成立 しない。

しか も、ジェンダー ・バイアスというか 、学問は男の ものだという思い こみが、大学のなかでは

まだまだ強い。大学における女性教員数 は、短大 の場合は、大体38.5%く らい。1980年 頃 か らあま り

変わっていませんが 、4年 制大学の場合は9.6%、10年 前 は8.4%で す 。1.2%増 え てい るわけですが 、

増えているといって も、や っぱ り、助手 または講師が多い。といって も、これからは変わっていか

ざる得ない。文部省 もだんだんそういう方向へ転換を図 っているようです。

しか し、ジェンダー ・バイアスは、大学 という社会においてはまだまだ大変根強 く存在 している。

大学の仕組みそのものが 、そういうもので成 り立 ってい る。あるいは大学 の先生の生活そのものが

それで成 り立 って いる、ということを考 えておく必要があるのではないか。

さらにいいます と、大学で今や っている学問 、近代科学そのものが、近代的なジェンダー ・バイ

ア スというよ うなものに汚染 されているその ことに大学で生活する人々もそろそろ気がっいた方が

いいん じゃないか と思います 。近代科学 は、男性 の目で組立てられた科学 です 。最近 はフェ ミニス

トから、目然科学のなかに、ジェンダー一・バイアス、男性の視点 というものが どれ ぐらい根強 くあ

るか、とい う議論 も出始めています 。その意味で 、大学その もの、つまり学問そのもののなかにあ

るジェンダー ・バイアスを見っめる必要が今でてきているん じゃないかと思 います 。

セクシュアル ・ハ ラスメン トの解決 に向けて、後で河村さんがおっしゃると思 いますけれども、
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学内的 な枠組 みを、どうい うふ うに早急 にっ くっていけるか。セクシュアル ・ハラスメン トの相談

窓 口をどうい うふ うにっ くっていけるか。そこでは、大学の点検 、大学自身の抱え込んでいる様々

の ジェンダー ・バイァスを、ひとっひとっ暴 くなかで解決 してい くことが問われ ると思 います 。こ

れはもう近代の学問その ものを根本的に批判することに もっながりかねない問題なのか もしれませ

ん。社会的な視点 に立てば、生活スタイル全体を含む、男性中心の文化を捉え返 すような時期 にき

ていることも事実だ と思 います 。そういう課題 を考 えなが ら、大学 におけるセクシュアル ・ハラス

メン トの問題 を私 も微力なが ら考えていきたいと思 います。
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